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猛暑、ゲリラ雷雨、台風、厳しい残暑と大変な夏が過ぎ去 りました。いかがお過ごしでし意 うか。

先ず、去る 6月 15日 に行われた総会にて、役員改選が承認され下記のような新スタッフとなりましたことをご報告

いたします。

会長 松村道彦 (27回) 副会長 佐藤太郎  (28日)副 会長 田 |コ  |:念 (28回) 副会長 荻野清明 (33回 )

幹事長 早川徹 (38回) 会計 饗庭和彦  (31回)  監事 矢野武史 (40回) 齋藤龍馬 (49回 )

よろしくお願い致します。

(な お、総会でも説明しましたが、会計の饗庭さんには 10年以上会計に携わっていただき、ここで退任の予定でし

たが後任人事がうまく進まず、引き続き後任が決まるまでの期間承諾 していただきお願いすることとな りました。

今回は会長、副会長の 4名の挨拶とさせていただきます。

O新会長  松村道彦 (高 27回 )

この度、OB会の会長を拝命しました松村道彦です。関根前会長より定年退職後すぐに副会長にとご指名を受け、

これまで 7年間副会長を務めさせていただきました。私は旧浦和市出身、三室小でサッカーに出会い、木崎中,浦

高、筑波大、埼玉教員クラブでプレーしてきました。教員として最後に浦高に戻り、母校の監督を 13年 間務めさせ

ていただきました。この間、大変多くの OBの方々にお世話になりました。お 一人お一人のお名前を挙げてお礼 した

いところですが、漏れがあっても失礼ですので控えさせていただきます。今度は恩返しという言葉が相応しいかわか

りませんが、母校のために、OB会のためにお役にたてればと思います。よろしくお願い致します。

ここからはお願いになります。これまで、OB会の役目として 2点掲げてきております。

。現役支援 (サ ッカー部の活躍と発展に寄与すること)

・ OB会員相互の親睦

現役支援については、第一に金銭面での補助があげられます。これまでも会報を通して会費納入のお願いをしてきて

おります。昨年は 100周年事業の関係で例年より多くの会費を納入していただき感謝いた します。会報は前回 939名

の会員の方に送付しておりますが、昨年は 181名 の会員の方 (発送した会員のおおよそ 19%)か ら、会費、寄付金

を納入いただきました。あらためて御礼申し上げます。昨年の会報でも、大きな事業が終わったとたんにガクッと減

ることのないよ うに、とお願いしましたが 引き続き会費納入 をお願い致 します。内訳を調べると、60歳以上の会員

の方で 120万 円、～59歳までの方が約 60万円でした。会員数的には若い OB会員の方が圧倒的に多いのです。諸物

価高騰の折大変心苦しいのですが、会員数の多い若い世代から中堅世代の方にさらなるご協力をお願いしたいと思い

ます。 (あたりまえですが、お一人が少額でも納付人数が多ければそれだけ額が増えますので)こ の 10月 より郵便料

金も値上がりしました。今後の会報の送付方法、会費の納入方法については大きな検討課題と考えてお ります。

今回 100周 年事業の機会をとらえて高 45回以降の OB会員の方には各学年の連絡網の整備をお願いしました。44回

以前の学年でも横の連絡を取っていただき会報が届いていない方の住所がわかれば幸いです。

○新副会長 佐藤太郎 (高 28回 )

今回、副会長を拝命しました。

現役生、OB双方に資する OB会の運営に尽力します。どうぞよろしくお願い致します。

8月 末に選手権のブロック予選の試合を見る機会がありました。ボール扱い、バスワーク、球際の厳 しさ。どれも相

手を上回り快勝でした。次の試合も楽しみです。

OBの 皆様、浦高グランドに是非お越し下さい。現役を応援し時にご自身もブレーを楽しんで頂ければと思います。

新 規 役 員 就 任 ご 挨 拶



○新副会長 田口 聡 (高 28回 )

高 28回卒の田 |」 聡と申します。この度、OB会の副会長を拝命いたしました。先日、久 し振 りに現役の皆さんの

公式戦を観戦 。応援 して元気を貰ってきたところです。これから、微力ではありますが、松村会長をバックアップ

し、会員相互の親睦はもとより、現役への支援を通じて、本会・麗和サッカークラブおよび県立浦和高等学校サッカ

ー部の発展のために、少しでもお役に立てるよう努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

○新副会長 荻野清明 (高 33回 )

この度、麗和サッカークラブ副会長になりました荻野清明です。大学を卒業と同時に 213歳で埼玉県の県立高等学校

の数学科教員となり、同時に高校サッカーの指導に関わるようになりました。県立川日高校での 5年を経て、母校の

浦高に着任 し、ここで 13年間、母校浦高サッカー部の指導もさせていただきました。このような経緯もあり、副会

長への誘いを頂いたと解釈しています。OB会の素晴らしい所は 「繋がっている」ということです。年に数回浦高の

グランドで懐かしい仲間とサッカーを楽しみ、OB同士の親睦を深め、そして現役を皆さんと共に応援できればと考

えています。よろしくお願いします。

ホス ト校 :さ いたま市立浦和南高等学校サッカー部 OB会

日時 :令和 6年 11月 4日 (月 ) 振替休 日

会場 :さ いたま市立浦和高等学校

日程 ◇ 12:00集合 (各校役員 11:30集合)受付 着替え ◇12:30開会行事 ◇13:00交流試合

会費 :各校 10万 円

懇親会 :17:30～  会場 ダイゴーホール (予定)

チーム構成&試合規定   ◇Aチーム (50歳以上)  試合時間 20分

◇Bチーム (35歳～49歳) 試合時間 20分 (例年より 5分短縮)

◇同点の場合 1回戦は PK戦 (3人) 3決 、決勝は両校 3位、優勝

7,エキシビジョンゲーム :60歳以上の混成チームによる紅白戦 (15分 2本 )

8,ユニホーム :各校で用意する。ビブスは用意します。スパイク、レガース、パンツ、ス トッキングは

各自で用意する。

9,荒天の場合の実施の判断 :人工芝のため少雨決行。中止等の場合は、前日 18時判断。決定次第 OB会

HPに掲載します。
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試 合 言式合日ヽ寺亥」 対戦チーム 主審/副審

☆ 13:00へ 1́3:15 エキシビジョンゲーム ホス ト校

① A準決勝 13:20～ 13:40 浦高A vs南高A 西 /市

② A準決勝 13:45～ 14:05 西高A vs市高A 浦 /南

③ B準決勝 14:10´V14:30 浦高B vs南高B 市/西

④ B準決勝 14:35^ν 14:55 西高B vs市高B 南 /浦

☆ 15:00^´ 15:15 エキシビジョンゲーム ホス ト校

⑤ A決勝戦 15:20～ 15:40 ( )高A vs(  )高 A 3決 2校

⑤ A3位決定戦 15:45^ウ 16:05 ( )高A vs(  )高 A 決勝2校

⑦ B決勝戦 16:10´ヽ16:30 ( )高 B vs(  )高 B 3決 2校

③ B3位 決定戦 16:35´ヽ16:55 ( )高 B vs(  )高 B 決勝2校

優 勝

②

浦和高  浦和南  浦和西  浦和市

3 位

優 勝

浦和高  浦和南  浦和西  浦和市

3 位

第 24回 浦 和 四 校 サッカー部 OB交 流 会
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現 役 情 報

サ ッ カ ー 部 監 督

高 51回  本田 哲也

まず、近況報告をいたします。

・総体県大会       1回 戦

2回戦

vs越谷西

vs聖望学園

l-l PK勝
0-1敗

・選手権一次予選 1回戦

代表決定戦

vs滑川総合

vs_辱1カロ

4-2勝
8-0勝

・U18 SSlリ ーグ (南部支部 1部 リーグ) 5位 (3勝 3敗 2分)(9/10現 在 )

総体の県大会では、初戦の越谷西高校に PK戦 で競 り勝ち、 2回戦で Slリ ーグ首位の聖望学園に挑みました。格

上の相手にどこまで粘 り強く食い下がれるか、という試合でしたが守備の意識を高く持って入った前半は 0点で抑え

プラン通りに試合を進めることができました。後半立ち上がりにコーナーキックからオウンゴールで失点してしまい

ましたが、その後も集中を切らさず良い守備を続けチャンスを待ちました。後半の飲水タイムが終わったところで、

それまでの引き気味の守備から前からのハイプレスに切り替え、徐々にシューートチャンスを作り始めます。アディシ

ョナルタイムに入ったところで FWが抜けだしキーパーと 1対 1と いうこの試合最大のビッグチャンスが訪れました

が、惜しくも決めきることが出来ずにそのまま試合終了。敗れたものの、力のある相手に粘 り強く守備をし、後半に

ギアを上げて相手ゴールに迫れたという確かな手応えを得ることができました。

夏休みには、茨城での合宿や、山梨の韮崎高校、千葉の八千代高校、神奈川の東海大相模高校など、県外強豪高校

との対戦を重ね レベルアップを図りました。それまで見えなかった課題が露わになったり、自分たちの強みを再確認

できたり、と非常に有意義な強化が図ねました。その結果、選手権一次予選を危なげなく突破 し、決勝 トーナメント

に進出することができました。 (対戦相手、試合時間・場所については以下参照)

9月 に再開されるリーグ戦を通して、最後の一伸びに繋げ、来たるべく選手権に備えたいと思います。粘 り強く守

り、泥臭く攻め、ひたむきに走って、見ている人たちに感動を与えるような試合を日指します。応援よろしくお願い

いたします。

・選手権決勝トーナメント  1回戦 vs早大本庄 12:00キ ックオフ@西武文理グランド

※駐車スペースがあ りませんので、公共交通機関をご利用 ください。

前回の会報 68号でも報告させていただきましたが、皆様のご協力で当初の予定金額は達成できました。現在令和 7年

度着工を日指して学校長が県との調整をしているところですが、金額的にも皆様の更なるご支援 ご協力をお願いする

ことになります。現在もこれまでと同様の (ふ るさと納税)を用いた方法で納入できますのでご協力よろしくお願い

致します。今後も会報、OB会 HP等で状況報告いたします。

埼玉県教育環境整備基金 (浦和高等学校グラウンド人 工芝化 による部活動等活性化 ブラン)

，
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創部 100周年記念誌の購入ついてのご案内

‘，
日■
■
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■
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昨年 ll月 に発行したサッカー部創部 100周年記念誌は多くの会員の方に購入していただきました。ありがとうござ

います。まだ残部がありますのでご案内いたします。以前にご案内した 2通 りの方法で購入できます。

1.浦高にて購入希望の方

事前にサッカー部顧間 (本 田先生、矢野先生)と来校日時を確認の上、来校 し購入してください。 3000円 となり

ます。                            浦高 Te1 048-886-3000(代 表 )

2.郵送ご希望の方

下記の QRコ ー ドから購入手続きを行ってください。送料込みで 4500円 となります。

※この QRコ ー ドは令和 7年 1月 20日 まで有効です。期限を過ぎると使用できませんのでご注意

ください

社会人 1口 5,000円   学生 (浪人生を含む)1口 2,000円

郵便振込 ⇒ 1司封の振込用紙をご利用 ください。 (振込手数料当会負担 )

○ 銀行振込 ⇒ 埼玉りそな銀行 さいたま新都心支店 普通 0273349

麗和サッカークラブ (レ イワサ ッカークラブ)

※振込手数料は、ご負担 ください。

※必ず卒業回あるいは卒業年度を振込人前に記載 してください。

(例)38回  早川 徹

*毎年度予算目標達成に大変苦労 してお ります。社会人の方は、できる限 り2日 以上

の会費納入へのご協力を何卒宜 しくお願いします。

転居等により会報送付先の住所が変更になる場合には、下記のアドレスにメールにてお知らせく

ださい。

会長 :松村道彦

共有メール :reiwasc1923@yahoo.co.jp

会費納入方法について
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